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繰延税金資産の計上および 

平成29年 11月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 

当社は、平成 29 年 11 月期第１四半期において、下記のとおり繰延税金資産を計上し、平成 29 年１月 10

日に発表いたしました平成29年11月期通期(平成28年12月１日～平成29年11月30日)の連結業績予想を、

下記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

 

                      記 

１．繰延税金資産の計上について 

 当社は、「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年

３月 28 日）を当第１四半期連結会計期間から適用し、最近の業績動向等を踏まえ繰延税金資産の回収

可能性を慎重に検討いたしました。この結果、当第１四半期連結会計期間において繰延税金資産を追加

計上し、法人税等△709百万円を計上しております。 

 

 

２．平成29年 11月期通期連結業績予想数値の修正 

     （ 平成28年 12月１日～平成29年 11月 30日 ） 

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に

帰属する
当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

前回発表予想 （Ａ） 27,000 1,350 1,450 1,150 52.27

今回修正予想 （Ｂ） 28,000 1,450 1,550 1,900 85.95

増 減 額 （Ｂ－Ａ） 1,000 100 100 750 ―

増 減 率 （％） 3.7% 7.4% 6.9% 65.2% ―

(ご参考)前期実績

(平成28年11月期)
75.511,6611,9431,89527,263

  

 



  

 

 

 

（修正の理由） 

平成29年 11月期の当社グループの業績につきましては、「１. 繰延税金資産の計上について」で記

載のとおり、繰延税金資産の回収可能性を最近の業績動向等を踏まえ、慎重に検討した結果、繰延税金

資産の追加計上による法人税等△709百万円の計上により、親会社株主に帰属する当期純利益は前回発

表を上回る結果となりました。その他、売上高、営業利益並びに経常利益につきましては、電子部材・

フォトマスク事業における太陽光発電システム設備販売の受注が好調であることなど、直近の動向を考

慮し、修正いたしました。 

 

 

(注)上記の予想につきましては、現時点における入手可能な情報に基づいたものであり、実際の業績等は様々な要因によっ

て予想数値と異なる場合があります。 

 

 

以 上 


